
ECHO	DNA	Thermodynamics	(h7ps://www.dnaform.com/devel/echo/thermodynamics)にアクセスする。	

①計算したいEprobeの塩基配列をコピペする。	
　　蛍光標識したいＴをＺに置き換える。	

②クリック	

③相補鎖が表示される。	

*PCRの反応条件(温度、ナトリウム、マグネシウム)を入力。	
通常は60℃、[Na+]=0.05M,	[Mg++]=0.0015M,	
[ECHO]=[DNA]=0.05もしくは0.04uM	

④クリック	
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Tm計算例（5’-GGCTAGZCGATCGAATGC-3’のTm予測）	

⑤予測結果が表示される。	

DNA/DNA	=	チアゾールピンク標識の場合の予測Tm値	(　　)　	
ECO/DNA	(by	fluorescence)	=	チアゾールオレンジ標識の場合の予測Tm値	(　　)	
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フルマッチとミスマッチのTm値予測例	
フルマッチ(上側がEprobe配列、下側が相補鎖)	
5’ GGCTAGZCGATCGAATGC 3’ 
3’ CCGATCaGCTAGCTTACG 5’ 

ミスマッチ(上側がEprobe配列、下側がミスマッチを含む相補鎖)	
5’ GGCTAGZCGATCGAATGC 3’ 
3’ CCGATCaGCGAGCTTACG 5’ 

①Eprobeの配列	
　（5’→3’方向）を入力	

②相補鎖の配列（5’→3’方向）を入力	
　　上段：フルマッチ、下段：ミスマッチ	

③クリック	

ここは押さないでください。	

↓	
ミスマッチ	

④予測結果が表示される（上段：フルマッチ、下段：ミスマッチ）。	
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